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平
成
28
年
９
月

村
議
会

村
長
提
案
説
明�国

営
中
信
平

農
業
水
利
事
業
に

つ
い
て

　

昭
和
50
年
に
国
営
中
信

平
農
業
水
利
事
業
に
よ
り
、

水
田
の
補
給
用
水
と
畑
地
か

ん
が
い
用
水
の
整
備
が
さ
れ

た
事
に
よ
り
、
鎖
川
下
流
域

の
水
利
権
の
あ
る
今
井
・
神

林
地
区
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
古

見
原
・
西
洗
馬
原
で
は
秋
野

菜
定
植
期
の
植
付
補
給
水

が
完
備
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

朝
日
農
業
に
多
大
な
効
果

が
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
は
、
正
に
梓
川
水

系
に
よ
る
中
信
平
土
地
改

良
区
連
合
で
取
組
ま
れ
ま

し
た
先
人
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
感
謝
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
梓
川
か
ら
の
取
水
は
、
毎
年
4

月
か
ら
9
月
15
日
ま
で
の
取
り
決
め
で
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
温
暖

化
に
よ
り
、
当
村
等
の
畑
地
か
ん
が
い
は

10
月
ま
で
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
迄
数
年

に
亘
り
農
林
水
産
省
、
並
び
に
国
土
交
通

省
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
来
た
結
果
、
8

月
に
農
水
省
と
国
交
省
で
協
議
が
整
い
、

中
信
平
土
地
改
良
区
連
合
は
４
月
か
ら
10

月
末
日
ま
で
灌
水
で
き
る
事
と
な
り
、
農

家
の
皆
さ
ん
に
は
朗
報
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
に
関
わ
る
交
付
金

制
度
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

国
は
未
来
へ
の
投
資
と
言
う
経
済
対
策

の
趣
旨
を
重
ん
じ
、
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
、
地
方
へ
の
人
材
還
流
等
、
地
方
創

生
交
付
金
制
度
を
連
続
的
に
打
出
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
村
で
は
国
が
昨
年
度
補
正

予
算
で
計
上
さ
れ
た
「
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
（
2
次
募
集
）」
を
活
用
し
、
農

業
分
野
の
生
産
、
資
材
、
加
工
、
販
売
な

ど
を
含
め
、
総
合
的
に
み
た
農
業
経
営
の

実
現
を
図
る
（
仮
称
）
ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
１
０
０
％

の
補
助
で
新
た
な
農
業
と
担
い
手
創
出
事

業
を
、
５
年
計
画
で
進
め
て
ま
い
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
度
か
ら
の
新
型
交
付
金「
地

方
創
生
推
進
交
付
金
」
の
活
用
に
よ
り
、

村
内
の
宿
泊
施
設
、
体
験
施
設
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
滞
在
型
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
構
築
事
業
を
、
50
％
補
助
に
よ
り
３
年

計
画
で
進
め
て
ま
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
、
塩
尻
市
、
筑
北
村
と
の
連
携
事

業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
、
森
林
資
源
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
に
実
施
し
た
先
行
型
交
付
金

に
よ
る
基
本
構
想
を
基
に
、
５
年
を
目
途

に
、
森
林
資
源
活
用
の
実
施
計
画
づ
く
り

を
、
50
％
補
助
に
よ
り
取
組
ん
で
ま
い
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
等
を
推
進
す
る
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
方
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
再
雇
用
制
度
等
に
よ
る
事
務
事

業
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　環
境
課
題
に
つ
い
て

　

旧
塩
尻
・
朝
日
衛
生
施
設
組
合
で
稼
働

し
て
お
り
ま
し
た
、
塩
尻
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
物
を
解
体
す
る
運
び
と
な
り
、

本
年
７
月
に
解
体
工
事
を
２
億
４
０
０
万

円
で
西
武
建
設
（
株
）
長
野
営
業
所
に
工

事
発
注
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
工
期
は
、

来
年
３
月
末
日
ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。

解
体
後
も
、
現
在
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

　平成28年９月議会、村長提案
説明内容を抜粋してお知らせし
ます。一般質問・審議内容等は
議会だよりをご覧ください。
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塩
尻
・
朝
日
市
村
の
粗
大
ご
み
や
、
個
人

の
直
接
持
ち
込
み
ご
み
の
中
継
施
設
と
し

て
活
用
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
７
月
の
組
合
議
会
で
、
針

尾
の
上
條
幸
代
さ
ん
が
新
た
に
公
平
委
員

と
し
て
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
去
る
８
月
議
員
協
議
会
で
説
明

し
、
報
道
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
ご
み
処

理
手
数
料
の
未
納
金
対
応
に
つ
き
ま
し
て
、

当
村
は
、
塩
尻
市
に
事
務
処
理
を
委
託
し

て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
塩
尻
市

か
ら
相
談
が
あ
り
次
第
必
要
に
応
じ
て
議

会
に
協
議
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

農
政
に
つ
い
て

　

国
は
農
業
委
員
会
制
度
の
抜
本
的
改

正
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
新

制
度
に
よ
る
事
務
処
理
と
、
委
員
の
選
任

方
法
等
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
改
正
の
目
的
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
を
含
め　

①
農
業
経
営
規
模
の
拡
大

　

②
耕
作
放
棄
地
の
解
消　

③
農
業
へ
の

新
規
加
入
の
促
進
等
を
図
る
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
村
で
は
、
現
農
業
委
員
の

任
期
が
、
平
成
29
年
４
月
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
農
業
委

員
の
選
任
期
を
控
え
、
法
律
の
改
正
に
伴

う
村
条
例
の
改
正
を
行
い
、
次
期
改
選
期

の
対
応
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
当
村
の
古
見
原
、
西
洗
馬
原

の
農
業
を
潤
し
て
お
り
ま
す
中
信
平
右
岸

土
地
改
良
区
は
、
松
本
市
、
塩
尻
市
、
山

形
村
、
当
朝
日
村
２
市
２
村
の
受
益
農
家

で
運
営
が
さ
れ
て
お
り
、
当
村
は
５
５
０

戸
の
受
益
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
改
良
区
の
議
決
機
関
で
あ
り
ま
す
、

総
代
の
任
期
が
、
本
年
10
月
19
日
と
な
っ

て
お
り
ま
し
て
、
新
総
代
の
決
定
は
公
職

選
挙
法
に
基
づ
き
執
り
行
わ
れ
、
10
月
に

は
農
家
代
表
の
総
代
10
人
が
、
今
後
４
年

間
の
任
期
を
務
め
て
い
た
だ
く
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に

つ
い
て

　

県
が
県
道
中
組
バ
イ
パ
ス
の
計
画
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
村
誌
等
考
古
学
的
文

献
に
載
っ
て
い
る
山
鳥
場
遺
跡
の
発
掘
調

査
を
、
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
鎖
川
左
岸
の
熊

久
保
遺
跡
に
匹
敵
す
る
大
規
模
集
落
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
去
る
８
月
30
日
に
小
学
校
６

年
生
が
、
出
土
し
た
土
器
類
に
触
れ
合
う

学
習
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
の
方
に

は
、9
月
３
日
に
現
場
説
明
会
を
開
催
し
、

午
前
、
午
後
の
２
回
で
１
２
０
人
の
見
学

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
道
バ
イ
パ
ス
計
画
で
は
、
中

信
平
右
岸
土
地
改
良
区
の
太
陽
光
発
電
施

設
調
整
池
周
辺
で
の
三
ヶ
組
遺
跡
の
発
掘

計
画
が
あ
る
と
お
聞
き
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

平
成　
年
度
決
算
審
査
に

つ
い
て

　

私
は
、
就
任
以
来
、
朝
日
村
を
朝
日
村

と
し
て
持
続
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
、
村

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
の
た
め
、
財
政
の
健
全
化
・
安
定
化
は

極
め
て
重
要
な
課
題
と
し
て
一
貫
し
て
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

借
金
の
返
済
比
率
を
表
し
ま
す
実
質
公

債
費
比
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
・
３
％

で
昨
年
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
を

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
公
表
さ

れ
ま
し
た
県
内
77
市
町
村
の
平
均
は
７
・

２
％
で
あ
り
ま
す
の
で
当
村
は
県
の
平
均

値
に
近
い
数
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
前
年
同
様
数

値
な
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

27

　

こ
の
中
で
、
財
政
運
営
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
経
常
収
支
比
率
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
平
成
27
年
度
決
算
は
70
・
２
％
で
、

昨
年
度
よ
り
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
が

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
度
公

表
さ
れ
ま
し
た
県
内
77
市
町
村
の
平
均

は
84
・
４
％
で
あ
り
ま
す
の
で
、
前
年
同

様
に
財
政
運
営
は
良
好
で
、
県
内
で
は
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
経
常
収
支
比
率
の
数
字
が
低
い
事

は
、
当
村
財
政
の
弾
力
化
を
表
す
も
の
で

あ
り
、
例
年
新
し
い
事
業
に
取
組
む
事
が

で
き
る
原
資
と
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
の
借
金
で
あ
り
ま
す
村
債
と

将
来
に
亘
り
負
担
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
、
債
務
負
担
を
併
せ
ま
し
た
借

金
の
合
計
は
全
７
会
計
で
55
億
円
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
昨
年
度
よ
り
１
億
円
の
改
善

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貯
金
に
当
た
り
ま
す
積
立
金
の

総
額
は
31
億
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
懸
案
で
あ
り
ま
す
新
役

場
庁
舎
建
設
資
金
の
財
源
は
充
分
確
保

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
に

は
安
心
し
て
次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
村

民
の
夢
を
、
今
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
で
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。　
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村の財政状況
会計の収支は２億5209万円の黒字となりました。

《歳　　　入》
平成27年度決算額 平成26年度との比較 主　な　内　容

村 税 6億3,217万円 △1,280万円 村民税・固定資産税など
譲 与 税 等 交 付 金 1億2,561万円 3,986万円 譲与税、地方消費税・地方特例交付金など
地 方 交 付 税 14億9,072万円 2,475万円 一定の行政サービスを維持できるよう国から配分されるお金
分担金・負担金・使用料・手数料 3,526万円 △457万円 保育料・村の施設使用料、社会福祉施設入所者負担金など
国 ・ 県 支 出 金 3億2,043万円 △2億2,229万円 国・県から支出される負担金・補助金・委託金
繰 入 金 2億5,740万円 8,061万円 基金の取り崩し
繰 越 金 1億4,519万円 △3億325万円 前年度からの繰越金
村 債 4億4,600万円 △1億2,690万円 村が国などから借り入れたお金
そ の 他 7,078万円 149万円 基金利子や土地売却などの財産収入、寄附金、諸収入など
合 計 35億2,356万円 △5億2,310万円

◦�村税は法人村民税の減などにより、1,280万円（2.0％）の減額となり
ました。
◦�譲与税等交付金は消費税配分、自動車取得税の増などにより3,986万円
（31.7％）の増額となりました。
◦�地方交付税は2,475万円（1.7％）の増額となりました。
◦�国・県支出金は昨年度の保育園建設事業に伴う補助金など2億2,229

万円（57.4％）の減額となりました。
◦�繰入金は保健福祉基金からの繰入が1億8,692万円（613.3％）の増額、
地域振興基金が1億4,581万円（皆減）の減額となりました。
◦�前年度からの繰越金は3億325万円（67.6％）の減額となりました。
◦�村債は辺地対策事業債の減などにより、1億2,690万円（22.2％）の
減額となりました。

《歳　　出》
平成27年度決算額 平成26年度との比較 主　な　内　容

人 件 費 4億2,543万円 484万円 職員給与、議員報酬、各種委員報酬など
扶 助 費 2億2,391万円 121万円 生活困窮者・児童・老人・心身障害者などを援助するお金
公 債 費 2億9,723万円 △1億4,481万円 借入金の返済にあてるお金
物 件 費 等 4億4,863万円 3,685万円 備品・消耗品の購入、旅費、賃金、委託料、光熱水費など
補 助 費 等 3億3,301万円 △1億1,828万円 特定の団体や事業への補助金や交付金
普 通 建 設 等 事 業 費 7億3,223万円 △5億4,655万円 道路・橋・学校など公共施設の建設や災害復旧に要するお金
積 立 金 2億4,216万円 753万円 基金へ積み立てたお金
繰 出 金 4億7,457万円 3,461万円 特別会計へ繰り出したお金
そ の 他 9,430万円 7,380万円 投資・出資金・貸付金など

合　　　計 32億7,147万円 △6億3,000万円

◦�人件費は職員増などにより484万円（1.1％）の増額となりました。
◦�公債費は繰上償還などの減により1億4,481万円（32.8％）の減額とな
りました。
◦�補助費等は県営畑総第2次農道舗装事業繰上償還金交付金などの減によ
り1億1,828万円（26.2％）の減額となりました。

◦�普通建設等事業費はかたくりの里建設・改修事業3億6,144万円などが
ありましたが、前年度のあさひ保育園建設工事等の減などにより5億
4,655万円（42.7％）の減額となりました。
◦�その他では土地開発公社事業貸付事業により7,380万円（360.0％）の
増額となりました。

歳入総額
35億2,356万円

歳出総額
32億7,147万円

32.3%

村税
6億3,217万円
(17.9%)

自主財源28.9%
義務的経費

23.9%
消費的経費22.4%

投資的
経費

67.7%
依存財源

人件費
4億2,543万円 

（13.0%）

扶助費
2億2,391万円

（6.8%）

公債費
2億9,723万円

（9.1%）

繰入金
2億5,740万円
(7.3%)

繰越金
1億4,519万円
(4.1%)

その他
7,078万円(2.0%)

分担金・負担金
使用料・手数料
3,526万円 

（1.0%)

譲与税等交付金
1億2,561万円
(3.6%)補助費等

3億3,301万円（10.2%）

物件費等
4億4,863万円

（13.7%）

村債
4億4,600万円
(12.7%)

国・県支出金
3億2,043万円
(9.1%)

地方交付税
14億9,072万円
(42.3%)

繰出金
4億7,457万円

（14.5%）

その他
9,430万円(2.9%)

積立金
2億4,216万円

（7.4%） 積立金
7.4%

繰出金
14.5%

その他
2.9%

普通建設事業費
7億3,223万円

（22.4%）

歳　入歳　出
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平成27年度　普通会計にみる

会
計
別
決
算
状
況

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一 般 会 計（ 普 通 会 計 ） 35億2,356万円 32億7,147万円 2億5,209万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6億2,420万円 5億4,854万円 7,566万円

介 護 保 険 特 別 会 計 4億5,192万円 4億3,879万円 1,313万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4,592万円 4,553万円 39万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 1億3,663万円 1億3,226万円 437万円

下 水 道 特 別 会 計 3億8,729万円 3億8,171万円 558万円

あさひプライムスキー場事業特別会計 6,500万円 6,479万円 21万円

主　な　内　容

総務費

土地開発公社事業資金貸付	�  7,380万円
地域公共交通対策事業	�  2,540万円
プレミアム付商品券発行事業	�  1,068万円
朝日村地域総合戦略策定事業	�  949万円

民生費

かたくりの里建設・改修事業� 3億6,144万円
障がい者地域生活支援事業� 1億1,388万円
福祉医療費給付事業� 2,022万円
あさひ保育園・子育て支援センター運営事業� 6,344万円

衛生費

健康村づくり推進事業� 2,189万円
ごみ処理事業� 3,951万円
太陽光発電システム設置補助事業� 129万円
第２次環境基本計画策定事業� 103万円

農 林
水産費

国営かんがい排水事業� 3,597万円
鳥獣害防止対策事業� 2,942万円
地域材活用事業� 1,687万円
マーケティング所有者意向調査� 1,200万円

商工費
商工業振興対策事業� 1,780万円
観光施設整備事業� 1,204万円
プレミアム付商品券発行事業� 886万円

土木費
道路改良事業　針尾19号線改築工事� 9,389万円
　　　　　　　小野沢11.12号線改築工事� 3,179万円
道路維持管理事業� 3,128万円

消防費 松本広域連合消防費負担金� 7,383万円
消防団安全装備品整備事業� 339万円

教育費 社会体育施設耐震化事業� 7,020万円
竪穴住居復元事業� 632万円

その他
議会費� 5,520万円
労働費� 1,105万円
基金費� 2億4,220万円

◆基金内訳�
「財政調整基金」�不測の事態に対応したり、年度間の財政

不足額の調整を行ったりします。27年度
末は約11億円

「特定目的基金」�主なものに「文教施設基金」「役場庁舎建
設基金」「保健福祉基金」などがあります。
27年度末は総額約18億円

◆地方債残高�
　これまでの繰上償還などによる削減で平成24年度末に
約20億円となりましたが、その後、保育園・コテージ建
設、かたくりの里改修及び道路整備事業等を行ったこと
により増加し、平成27年度末には約23億円となりました。

歳出額
32億7,147万円

総務費
4億5,430万円
（13.9％）

民生費
9億3,452万円
（28.6％）

公債費
2億9,723万円
（9.1％）

教育費
3億843万円
（9.4％）

土木費
4億2,203万円
（12.9％）

消防費
1億491万円
（3.2％）

衛生費
1億2,650万円（3.9％）

農林水産費
1億7,052万円（5.2％）商工費

1億4,457万円（4.4％）

その他
3億846万円（9.4％）

平成27年度の主要事業
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かたくりの里
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平
成
27
年
度　
財
務
４
表
を
公
表
し
ま
す

　

従
来
の
官
庁
会
計
（
現
金
主
義
会
計
）
で
は
見
え
に
く

い
コ
ス
ト
や
資
産
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
発
生
主

義
会
計
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
地
方
公
会
計
制
度

に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
財
務
4 

表
（
貸
借
対
照
表
・
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
・
純
資
産
変
動
計
算
書
・
資
金
収
支
計

算
書
）
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
す
。

◆
作
成
方
法

　

当
村
で
は
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
中
の
た
め
、
決
算
統

計
の
情
報
を
活
用
し
た
「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」
に

よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
4
月
に
、
総
務
省
か
ら
、
固
定
資
産
台
帳
の

整
備
と
複
式
簿
記
の
導
入
を
前
提
と
し
た
、
財
務
書
類
の

作
成
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
複
式
簿
記
の
導
入
と
他
団
体
と
比
較
可
能
な
統

一
基
準
に
基
づ
い
た
作
成
に
移
行
す
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

資産の部（これまで積み上げてきた資産） 負債の部（将来の世代が負担する金額）

1 公共資産 179億 4,445万円 1 固定負債 55億 4,154万円

有形固定資産 179億 4,445万円 地方債 50億 7,649万円

2 投資等  19億 7,867万円 退職手当引当金 4億 6,505万円

投資及び出資金 1,589万円 2 流動負債 5億 2,726万円

基金等 19億 6,085万円 翌年度償還予定地方債 5億      48万円

長期延滞債権 193万円 賞与引当金 2,678万円

3 流動資産 15億 6,091万円 負債合計 60億 6,880万円

資金 14億 8,443万円 純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

未収金 7,648万円 純資産合計 154億1,523万円

資産合計 214億 8,403万円 負債・純資産合計 214億8,403万円

◆朝日村全体（一般会計及び特別会計）の財務４表を公表します。
●朝日村全体の貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表は会計年度末（28年3月31日）における村全体の資産と、その資産をどのような財源（負債・
純資産）で賄ってきたかをひと目でわかるようにしたものです。左側に資産を表示し、右側に負債及び資産
と負債の差額である純資産を表示しています。

平成27年度の状況　〔住民１人あたり〕資産：462万円／負債：131万円／純資産：332万円　（平成27年度末人口：4,646人）

〔住民１人あたり〕
資産：456万円／負債：131万円／純資産：325万円　（26年度末人口：4,685人）※参考26年度　
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経常行政コスト� 36億 3,123万円

人にかかるコスト 人件費、退職手当引当金繰入など 4億 6,834万円

物にかかるコスト 物品購入、施設等の維持補修費、減価償却など 13億 6,959万円

移転支出的なコスト 社会保障給付、補助金など 16億 5,110万円

その他のコスト 地方債の利子、失業対策費など 1億 4,220万円

経常収益 8億 6,577万円

純経常行政コスト（経常行政コスト－経常収益） 27億 6,546万円

◆朝日村全体の行政コスト計算書
　１年間の福祉サービスなどに係る経費など、資産形成につながらない経常的なサービスにかかったコスト、サービス
の利用で村民の皆さんが負担した使用料、手数料等の収入を示すものです。

平成27年度の状況　〔住民１人あたり〕純経常行政コスト：60万円

平成27年度の状況　〔住民１人あたり〕資金残高：32万円

※参考26年度　〔住民１人あたり〕純経常行政コスト：60万円

※参考26年度　〔住民１人あたり〕資金残高：29万円

　公共資産が前年度に比べ約6,500万円減少しましたが、減価償却などによるものです。
　投資等のうち、基金等が前年度に比べ約1,600万円減少していますが、かたくりの里改修など

の財源として特定目的基金を取り崩したことなどによるものです。
　負債は、新たに約4億8,000万円借り入れましたが、繰上償還などにより約8,000万円減少しました。
純経常行政コストは前年度に比べ約3,000万円減少しましたが、国民健康保険事業の交付金などが増えたこ
とによるものです。

◆公共資産整備に対する、現在までの世代の負担割合…87.1%
　〔純資産のうち公共資産等整備にかかるもの／公共資産〕は、朝日村全体で87.1%です。
◆純資産比率…71.8%
　朝日村の資産のうち、負債を差し引いた純資産の割合を示す純資産比率（純資産/総資産）は、朝日村全
体で71.8%です。

期首（26年度末）資金残高 13億 6,393万円

当期資金収支額 1億 2,050万円

1 経常的収支（行政サービス） 10億 9,405万円

経常的収入 38億 4,209万円

経常的支出 27億 4,804万円

2 公共資産整備収支 △1億 1,852万円

公共資産整備収入 7億    582万円

公共資産整備支出 8億 2,434万円

3  投資・財務的収支 △8億 5,503万円

投資・財務的収入 3,229万円

投資・財務的支出 8億 8,732万円

期末（27年度末）資金残高 14億 8,443万円

期首（26年度末）純資産残高 152億 2,643万円

当期変動額 1億 8,880万円

純経常行政コスト △27億 6,546万円

財　

源

地方税 6億 3,158万円

地方交付税 14億 9,072万円

補助金 6億 5,767万円

その他 1億 7,405万円

公共資産売却損益 24万円

期末（27年度末）純資産残高 154億 1,523万円

◆朝日村全体の資金収支計算書
　１年間の現金の収支を示すものです。その収支を性質に
応じて区分することで、どのような活動に資金が必要であ
ったかを示すものです。

◆朝日村全体の純資産変動計算書
　純資産が1年間にどのように増減したかを示すもの
です。

point
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村
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

部門別職員数の状況
（28年4月1日現在）

部門 区 分 職員数

普
通
会
計
部
門

議 会 1人

総 務 13人

税 務 3人

農林水産 5人

商 工 1人

土 木 2人

民 生 12人

衛 生 5人

教 育 6人

公
営
事
業
等

会
計
部
門

水 道 1人

下 水 道 1人

そ の 他
（介護・国保）  3人

計 53人

職員数の状況（各年4月1日現在）

区 分
職員数

対前年増減数
27年 28年 

一 般 行 政 40人 42人 2人

特別行政（教育） 6人 6人 0人

公 営 事 業 5人 5人 0人

計 51人 53人 2人

採用及び退職の状況
28年 ４ 月 １ 日 付 採 用 者 数 3人

27 年 度 退 職 者 数 2人

増 減 数 1人

級別職員数の状況（28年4月１日現在）
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 主事の職務 6人 11.3％

2 級 主任の職務 8人 15.1％

3 級 係長、主査の職務 18人 34.0％

4 級
課長補佐、副主幹
の職務

12人 22.6％

5 級 課長、主幹の職務 7人 13.2％

6 級
複雑かつ困難な業
務を行う課長、参
事の職務

2人 3.8％

計 53人 100％

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
勤務時間� 午前８時30分～午後５時15分（週38時間45分）
年次休暇の取得状況　� 平均6.1日（27年）
育児休業の状況（28年４月１日現在）� ０名

職員の研修の状況（27年度）
派遣研修	�  長野県１名

職員の服務の状況（27年度）
職員の営利企業等従事許可件数� ０件

職員の分限及び懲戒処分の状況（27年度）
分　限� ０件
懲　戒� ０件

職員の福利及び利益の保護の状況（27年度）
健康診断などの状況	 ◆健康診断受診者数� 13人
	 ◆人間ドック受診者数� 39人
公務・通勤災害の認定件数� ０件
不利益処分に関する不服申し立て� なし
福利厚生補助事業（地方公務員法第42条）� 1,322千円

「
朝
日
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職

員
数
・
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課
（
☎
99
︱

２
０
０
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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人件費の状況（27年度普通会計決算）
＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。
住民基本台帳人口

（平成28年1月1日）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（Ｂ／Ａ）

（参考）
26年度の人件費率

4,664人 3,271,466千円 134,294千円 425,426千円 13.0％ 10.8％

職員給与費の状況（27年度普通会計決算）
＊職員手当には、退職手当は含まれていません。

職員数（Ａ）
給与費 1人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

48人 167,897千円 16,008千円 60,628千円 244,533千円 5,094千円

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（28年4月1日現在）
＊給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

区　分
一般行政職（再任用を含む） 技能労務職員（給食調理員）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

朝日村 43.9歳 305,200円 338,300円 55.3歳 279,700円 279,700円

特別職の報酬等の状況
区　　分 月　　額 期末手当

給　料

村　長 671,000円

（平成27年度支給割合）
� ６月期　　1.4月分
� 12月期　　1.65月分
� 計　　　3.05月分

副村長 555,000円

教育長 492,000円

報　酬

議　長 269,000円

副議長 201,000円

議　員 181,000円

＊副村長不在(平成28年４月１日現在)

職員の手当の状況
期末・勤勉手当（27年度支給割合）

区　　分 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.75月分

12月期 1.375月分 0.85月分

計 2.6月分 1.6月分

職制や職務の級により加算措置有り

退職手当（28年４月１日現在）
区　　分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

その他、役職別の貢献度に応じた調整額を加算

その他の主な手当（28年4月１日現在）
手 当 名 主な内容及び支給単価

扶 養 手 当 ◆配偶者：月額13,000円　◆配偶者以外の扶養親族１人につき：月額6,500円

住 居 手 当 ◆借家・間借り等の場合　月額27,000円上限

通 勤 手 当
◆交通機関利用者の場合：通勤に要する運賃相当額（月額55,000円限度）　
◆交通用具利用者の場合：片道２km以上2,000円～片道60km以上月額31,600円

管 理 職 手 当 ◆職制上の段階により定額　　６級課長：40,000円　　５級課長：38,000円

寒 冷 地 手 当

◆世帯主で扶養のあるもの：17,800円　
◆世帯主で上記以外のもの：10,200円　
◆その他の職員：7,360円

特 殊 勤 務 手 当 ◆防疫等作業従事手当：日額500円　◆行旅病人等取扱作業手当：１件2,000円

時 間 外 手 当 ◆勤務１時間につき、給料月額を基本とした時間単価の125％～175％を支給
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朝日村の
財政健全化判断比率等を公表します

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に基づき、平成27年度決算の財政健全化
判断比率等を公表します。
　どの指標も、法律に従って財政健全化が義務づけられる「早期健全化基準」「財政再生基準」を下回っ
ています。

算定の対象となる会計

一般会計
国民健康保険
介護保険

後期高齢者医療
簡易水道
下水道
スキー場

一部事務組合・広域連合
朝日村土地開発公社

早期健全化基準
財政再生基準

朝日村の比率

15.00
20.00

－

20.00
30.00

－

25.0
35.0

7.3

350.0 20.0

簡易水道
下水道
スキー場

－
－
－

－

実質
赤字比率

朝
日
村

公
営
事
業
会
計

公
営
企
業

会
　
　計

健全化判断比率等
（単位：％）

（※）標準財政規模：村税や普通交付税など、毎年、経常的に見込まれる収入の規模

一般会計等の赤
字額が標準財政
規模（※）に占め
る割合

連結実質
赤字比率

村全会計の赤字
額が標準財政規
模に占める割合

実質
公債費比率
一般会計が借金等
の返済に充てた額
が標準財政規模に
占める割合

将来
負担比率

一般会計が将来負
担すべき借金等の
債務が標準財政規
模に占める割合

資金
不足比率

公営企業会計そ
れぞれの赤字額
が標準財政規模
に占める割合

平成27年度 決算に基づく健全化判断比率等

12.9% 13.0%

10.4%

9.0%

7.6% 7.3%

比率無し 比率無し 比率無し 比率無し 比率無し
16.3%

0.0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

14.0％

0.0％

20.0％

40.0％

60.0％

80.0％

100.0％

120.0％

140.0％

160.0％

Ｈ27決算Ｈ26決算Ｈ25決算Ｈ24決算H23決算H22決算

将来負担比率 実質公債費比率

実質公債費比率・将来負担比率の推移
実質公債費比率
　実質公債費比率は、土地改良事業に係る
債務負担の繰上償還を行ったことなどによ
り、前年度より0.3ポイント減少し、7.3％と
なりました。� ※参考　長野県内市町村平均6.4％

将来負担比率
　将来負担比率は、役場庁舎建設基金への
積み立てなどを行ったため、一般会計が将
来に負担すべき借金等より貯金残高が上回
り、算定されませんでした。平成23年度決
算以降、比率無しとなっています。
� ※参考　長野県内市町村平均8.7％
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村
で
は
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、

現
在
、
平
成
29
年
1
月
ま
で
の
設

計
完
了
に
向
け
て
内
容
等
検
討
し

な
が
ら
設
計
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
新
庁
舎
の
建
設
事

業
が
国
の
先
進
事
例
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
、
朝
日
村
新
庁
舎
建
設
委

員
会
の
開
催
状
況
、
今
後
の
予
定

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
の
先
進
事
例
に
採
択

　

村
が
設
計
作
業
を
進
め
て
い
る

村
役
場
新
庁
舎
の
建
設
事
業
が
、

国
土
交
通
省
の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

建
築
物
等
先
導
事
業
（
木
造
先
導

型
）」
と
し
て
県
内
で
初
め
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
新
技
術
を
使
っ
た

接
着
重
ね
梁
の
使
用
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
伐
採
や
製
材
を
地
元
業
者

が
行
う
こ
と
が
経
済
面
や
環
境
面

で
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
建
築
工
事
費
な
ど

が
国
庫
補
助
の
対
象
に
な
る
財
政

面
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

柱
や
梁
な
ど
の
構
造
材
や
外
壁

材
の
全
て
を
村
内
産
カ
ラ
マ
ツ
と

す
る
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
木
材
を

村
内
産
で
賄
い
ま
す
。
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
木
材
は
内
装
材
に
使
い
、

部
屋
ご
と
に
木
の
種
類
を
変
え
て

新 庁 舎 設 計 の
進 捗 状 況

新役場庁舎完成予想図

特
徴
を
持
た
せ
ま
す
。
一
部
２
階

の
床
に
も
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
を
採

用
し
、
直
径
の
大
き
な
も
の
は
無

垢
の
化
粧
柱
と
し
て
一
部
の
部
屋

に
使
い
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
事
業
は
、
建
物

工
事
費
の
15
％
と
実
施
設
計
費

の
50
％
が
国
の
補
助
と
な
り
、
新

庁
舎
の
場
合
、
補
助
限
度
額
は

１
億
１
３
２
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

建
設
委
員
会
の
開
催
状
況

◇
第
11
回
建
設
委
員
会

　
　
開
催
日�

平
成
28
年
８
月
９
日

◉�

村
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
近
隣

者
説
明
会
の
報
告

◉
基
本
設
計
案
の
承
認（
主
な
内
容
）

•�

総
事
業
費　

�

14
億
４
６
４
０
万
円

•�

計
画
場
所　

�

古
見
１
５
５
５

－

１
外

•�

敷
地
面
積　

�

９
、５
８
０・５
２
㎡

•�

階　
　
数　
２
階
建
て

•�

建
築
面
積　

�

２
、５
２
０・９
９
㎡

•�

延
床
面
積　

�

２
２
７
１・１
７
㎡

•�

外
観�

一
部
板
張
り
と
漆
喰

今
後
の
予
定

　

現
在
取
組
ん
で
い
る
設
計
や
、

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
予
定
で
す

が
、
本
体
工
事
に
先
行
し
て
、
今

年
12
月
か
ら
地
中
熱
設
備
導
入
に

伴
う
ボ
ア
ホ
ー
ル
（
穴
掘
り
）
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

本
体
工
事
は
、今
年
度
着
工
し
、

平
成
29
年
度
中
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。（
設
計
を
進
め
る
な
か
で

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
建
設
予
定
地
に
つ
い
て

は
県
か
ら
土
地
収
用
法
に
基
づ
く

事
業
認
定
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

今
後
用
地
取
得
に
向
け
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

建設スケジュール

年　度 平成28年度 平成29年度

基本設計･実施設計

施 工 者 選 定

建 設 工 事

庁舎移転作業

ご
意
見
等
に
つ
い
て

　

今
月
、
現
時
点
の
設
計
案
に
つ

い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
村
民
の
方
か
ら
ご
意
見
を

聴
取
い
た
し
ま
す
。

　

庁
舎
の
お
問
合
せ
は
、
役
場
総

務
課
企
画
財
政
担
当
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
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地震総合防災訓練

実 施 報 告
　９月４日（日）朝日村地震総合防災訓練が行われました。
　今年は、松本広域管内の３市５村が一斉に訓練を実施しました。
　朝日村でも各区の防災会が主体となり、６月末から区長と消防団で、訓練内容について打合せを
行い準備が進められてきました。訓練参加者は約1,000名（昨年とほぼ同じ）でした。

訓
練
に
参
加
し
て
み
て

　
防
災
訓
練
の
反
省
会
に
出
さ
れ
た
コ
メ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
地
区
ご
と
前
も
っ
て
周
知
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者
が
ま
ち
ま
ち

だ
っ
た
。

◉
針
尾
区
は
、
山
間
の
た
め
避
難
場
所
が

な
い
。
橋
を
渡
っ
て
、
中
央
公
民
館
に
行

く
場
合
も
、
橋
の
安
全
を
確
保
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。

◉
地
区
か
ら
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
暮
ら

し
て
い
る
地
区
住
民
（
中
央
公
民
館
周
辺

等
）
の
安
否
確
認
や
、
地
区
長
が
集
落
外

に
い
る
場
合
の
対
応
な
ど
今
後
の
問
題
と

な
っ
て
く
る
。

◉
一
次
避
難
か
ら
二
次
避
難
所
ま
で
距
離

が
あ
り
、
高
齢
者
の
移
動
が
難
し
い
。

◉
地
区
に
よ
っ
て
意
識
の
差
が
あ
る
。

◉
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を
開
い
て
、
熟
度
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

◉
地
区
の
防
災
倉
庫
に
、
水
・
非
常
食
・

炊
き
出
し
用
の
袋
等
備
蓄
が
ほ
し
い
。

◉
災
害
対
応
の
た
め
、
年
度
の
早
期
に
、

炊
き
出
し
等
講
習
を
し
て
ほ
し
い
。

◉
事
業
所
に
も
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

（
来
年
の
訓
練
に
は
反
省
会
の
要
望
等
反

映
し
て
実
施
し
ま
す
。）

災
害
に
備
え
た

地
域
の
体
制
・
ル
ー
ル
作
り

　

毎
年
、
各
地
域
を
対
象
に
６
月
の
土
砂

災
害
防
止
月
間
に
あ
わ
せ
て
土
砂
災
害
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

行
政
主
導
で
は
な
く
「
住
民
主
導
型
警
戒

避
難
体
制
」
の
構
築
を
モ
デ
ル
的
に
実
施

し
ま
す
。
今
年
は
、
大
石
原
地
区
で
行
い

ま
し
た
。

●
土
砂
災
害
防
災
訓
練

　

ま
ず
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
行
政

か
ら
の
通
報
（
避
難
勧
告
）
に
よ
る
避
難

訓
練
を
実
施
（
行
政
主
導
型
）
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
土
砂

災
害
に
関
す

る
講
習
及
び

「
住
民
主
導

型
」
の
取
組

み
方
法
に
つ

い
て
説
明
を

し
ま
す
。

○�

住
民
主
導
型
警
戒
避
難
体
制
づ
く
り

　

説
明
会
後
、
数
回
懇
談
会
を
開
き
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
洗
い
出
し
や
、
ど
う
い

っ
た
状
況
と
な
っ
た
時
に
自
主
的
な
行
動

を
開
始
す
る
か
、
連
絡
体
制
等
の
地
域
の

取
り
決
め
を
検
討
し
ま
す
。

防災マップの作成
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最
終
的
に
、

取
り
決
め
た
内

容
及
び
防
災
マ

ッ
プ
を
使
用
し

て
住
民
主
導
型

の
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

★
達
成
目
標

•

自
主
避
難
体
制
づ
く
り

•

地
区
防
災
マ
ッ
プ
作
成

　
実
施
に
あ
っ
て
は
、
長
野
県
（
松
本
建
設

事
務
所
）・
村
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

の
管
理
等
に
つ
い
て

　

定
期
的
な
電
池
交
換
を
！

　

電
池
切
れ
の
乾
電
池
を
放
置
し
て
お
く

と
、
電
池
が
液
漏
れ
を
起
こ
し
、
機
器
が

故
障
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定

期
的
に
電
池
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
別
受
信
機
か
ら
の
受
信
に
つ
い

て
ご
理
解
を
！

　

戸
別
受
信
機
は
災
害
情
報
等
を
伝
達

す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
運
用
し

て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
波
は
、
放
送
内
容

を
明
瞭
に
伝
え
ら
れ
る
一
方
、
妨
害
電
波

や
外
部
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
い
面
が

あ
り
、
時
々
の
状
況
や
、
受
信
障
害
に
よ

り
放
送
を
受
信
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
…

•

電
波
の
反
射

•�

周
辺
環
境
（
樹
木
の
繁
茂
、
宅
内
家
電
か
ら

の
ノ
イ
ズ
、
近
隣
建
物
の
建
設
・
解
体
な
ど
）

•

気
象
現
象

★
最
近
、
全
く
聞
こ
え
な
い
と
い
う
方
は

役
場
総
務
課
（
99-

２
０
０
１
）
ま
で
！

◎�

「
時
々
、
放
送
が
聞
こ
え
な
い
」
と
い
う

方
は
、
次
の
方
法
を
試
し
て
下
さ
い
！

　
（
受
信
障
害
の
解
消
方
法
）

①�

戸
別
受
信
機
の
位
置
・
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ

ナ
の
方
向
を
変
え
て
み
る
。

②�

戸
別
受
信
機
側
面
の
電
源
を
「
入
・
切
」

す
る
。

③�

ア
ン
テ
ナ
が
し
っ
か
り
伸
び
て
い
る
か

確
認
す
る
。

※
た
だ
し
、
住
宅
外
壁
に
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン

テ
ナ
を
設
置
し
て
受
信
し
て
い
る
方
は
、
戸

別
受
信
機
に
つ
い
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
（
ロ
ッ

ド
ア
ン
テ
ナ
）
は
た
た
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、「
電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
外
れ
て
い
る
」「
乾
電
池
が
入
っ
て
い

な
い
」「
音
量
つ

ま
み
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
」

な
ど
が
無
い
か

を
確
認
し
て
下

さ
い
。

●情報収集伝達訓練
各区で共通に行われた、防災行政無線に
よる情報収集伝達訓練

●応急手当講習
古見・西洗馬区では、山形消防署指導で
応急手当講習を実施

●消火訓練
消火訓練では、いずれの地区も未来の消
防団員が活躍しました。

●A ED救命講習
針尾・小野沢区では、山形消防
署指導によるＡＥＤを使った救
命講習が行われました。

●炊き出し訓練
炊き出し訓練も各区共通で行われ、日赤
奉仕団の皆さんにご協力いただきました。

snap shot

9  4

防災マップの確認



く
ら
し
の
ガ
イ
ド
●
あ
さ
ひ
む
ら

広 報 あさひむら 14

農業委員の選出方法が変わります！！
　平成28年４月１日に改正農業委員会法が施行され、制度が大きく変わりました。今回の改正では、農
業委員会が農地利用の最適化に関する取り組みを強力に進めていけるよう、改正が行われました。

　現在の朝日村の農業委員会の任期は平成29年４月15日です。次回の改選に向け準備を進めていき
ますので、みなさまの御協力をお願いします。

☆農業委員の選出方法が変わります
①公選制から任命制に
　�　これまで農業委員の選出方法は公職選挙法に基づくものでしたが、市町村長が議会の同
意を得て任命する方法に変更になります。任命にあたり、あらかじめ農業者や農業団体等
地域に推薦を求め公募も行います。地域の農業をリードする担い手が委員等に透明なプロ
セスを経て、確実に就任できるようにします。
②認定農業者は過半に、利害関係者以外も登用を
　�　農業委員の過半以上は認定農業者になります。また、利害関係のない人（農業従事者以外）
を含めることも必要です。　
③女性や青年の登用促進
　�　年齢や性別に著しい隔たりが生じないように配慮することが必要です。

☆農業委員会の役割が「農地等の利用の最適化の推進」として強化
　�　これまで農地利用の確保、農地の効率的な利用についての事務は努力目標でしたが、「農
地利用の最適化の推進」が法令業務として規定されました。そのため、農地利用最適化に取
り組む体制を強化するため、熱意と見識を有する者の中から
農業委員会が新たに「農地利用最適化推進委員」を委嘱します。

農業委員会だより

農業委員会の定数改正

現　状

農業委員 13人

- -

改正後（次期農業委員会）

農業委員 12人

農地利用最適化推進委員 3人

⇒

こんにちは 地域包括支援センターです

朝日村地域包括支援センター（健康センター内）☎99-2251

朝日村地域包括支援センターでは　　
「介護」・「高齢者の心とからだ」のご相談に応じています。

「基本チェックリスト」の実施結果をご案内します
介護予防ニーズを早期発見

何でも早めに対応、今日も明日もこれからも元気よく過ごしましょう！
65歳以上のみなさん、ご本人でも家族でも不安なことがあればお気軽にご相談ください。

1 基本チェックリストによる判定結果

☆基本チェックリスト該当とは、下記項目（25項目）のどこか
に該当する方です。回答者の約60%の人が該当です。

　高齢期の健康維持は、病気予防や治療だけでなく、加齢により出現する生活機能の低下を予
防し、普段から老化のサインを早く見つけ、早めに対応することが重要です。
　その目安にチェックリストがあります。回答いただいた方へ訪問し、結果を返却しました。

　今年4月から、えべや　かたくりの里で、健康長寿に役立つ運動や趣味活動など様々な講座を開催し
ています。また、地域では以前から「地域サロン」も行われています。
　最初は自分のためでいいんです。自分の健康のために参加して、「これいいね」と思ったら、周りの人
に教えてください。それが、村全体に広まって健康で長生きできる村づくりに発展します。
　講座などの情報は、健康センターから各戸にお配りした「健康バイキング」や社会福祉協議会発行

「えべや　かたくりの里だより」をご覧ください。

○対象者：75歳以上の方（要介護認定者や、新総合事業ミニデイ利用者の方を除く）
○配布・回収：健康診断申し込みの際、保健補導員さんによる配布・回収（4月末～5月中旬）

基本チェックリスト
該当
59％

基本チェックリスト
非該当
35％

未記入
6％

基本チェックリスト回答結果基本チェックリスト回答結果

0

50

100

150

200

250

栄
養
機
能
低
下

う
つ
項
目
除
く

10
項
目
該
当

口
腔
機
能
低
下

閉
じ
こ
も
り

注
意

運
動
機
能
低
下

認
知
機
能
低
下

う
つ
傾
向
注
意

区　　　分
配布数
回収数

基本チェックリスト該当
基本チェックリスト非該当

未記入

552人
475人（86.1％）
279人（59％）
166人（35％）
  30人（6.3%）

人　　　数

2 基本チェックリスト該当者（279人）の
　 項目別結果（複数該当）

区　　　分
　うつ傾向注意
　認知機能低下
　運動機能低下
　閉じこもり注意
　口腔機能低下

うつ項目除く10項目該当
　栄養機能低下

196人（70.3%）
186人（66.7％）
139人（49.8%）
  94人（33.7%）
  90人（32.3%）
  45人（16.1%）
    2人（0.72%）

人　　　数
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こんにちは 地域包括支援センターです

朝日村地域包括支援センター（健康センター内）☎99-2251

朝日村地域包括支援センターでは　　
「介護」・「高齢者の心とからだ」のご相談に応じています。

「基本チェックリスト」の実施結果をご案内します
介護予防ニーズを早期発見

何でも早めに対応、今日も明日もこれからも元気よく過ごしましょう！
65歳以上のみなさん、ご本人でも家族でも不安なことがあればお気軽にご相談ください。

1 基本チェックリストによる判定結果

☆基本チェックリスト該当とは、下記項目（25項目）のどこか
に該当する方です。回答者の約60%の人が該当です。

　高齢期の健康維持は、病気予防や治療だけでなく、加齢により出現する生活機能の低下を予
防し、普段から老化のサインを早く見つけ、早めに対応することが重要です。
　その目安にチェックリストがあります。回答いただいた方へ訪問し、結果を返却しました。

　今年4月から、えべや　かたくりの里で、健康長寿に役立つ運動や趣味活動など様々な講座を開催し
ています。また、地域では以前から「地域サロン」も行われています。
　最初は自分のためでいいんです。自分の健康のために参加して、「これいいね」と思ったら、周りの人
に教えてください。それが、村全体に広まって健康で長生きできる村づくりに発展します。
　講座などの情報は、健康センターから各戸にお配りした「健康バイキング」や社会福祉協議会発行

「えべや　かたくりの里だより」をご覧ください。

○対象者：75歳以上の方（要介護認定者や、新総合事業ミニデイ利用者の方を除く）
○配布・回収：健康診断申し込みの際、保健補導員さんによる配布・回収（4月末～5月中旬）

基本チェックリスト
該当
59％

基本チェックリスト
非該当
35％

未記入
6％

基本チェックリスト回答結果基本チェックリスト回答結果

0

50

100

150

200

250

栄
養
機
能
低
下

う
つ
項
目
除
く

10
項
目
該
当

口
腔
機
能
低
下

閉
じ
こ
も
り

注
意

運
動
機
能
低
下

認
知
機
能
低
下

う
つ
傾
向
注
意

区　　　分
配布数
回収数

基本チェックリスト該当
基本チェックリスト非該当

未記入

552人
475人（86.1％）
279人（59％）
166人（35％）
  30人（6.3%）

人　　　数

2 基本チェックリスト該当者（279人）の
　 項目別結果（複数該当）

区　　　分
　うつ傾向注意
　認知機能低下
　運動機能低下
　閉じこもり注意
　口腔機能低下

うつ項目除く10項目該当
　栄養機能低下

196人（70.3%）
186人（66.7％）
139人（49.8%）
  94人（33.7%）
  90人（32.3%）
  45人（16.1%）
    2人（0.72%）

人　　　数
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【医療費】慢性腎不全（透析有り）

朝日村 12.1 
国 9.5 
県 9.9 
同規模 8.1 

0％

5.0％

10.0％

15.0％
朝日村は
国・県に比べて
医療費が高い !!

同規模県国朝日村

Q【
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
？
】

A
慢
性
腎
臓
病
の
こ
と
で
す
。
全

国
で
約
１
３
０
０
万
人
（
成
人
の
８

人
に
１
人
）
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

「
新
た
な
国
民
病
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
身
近
な
病
気
で
す
。

Q【
ど
ん
な
状
態
？
】

A
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
、
ま
た

は
両
方
が
３
ヶ
月
以
上
続
い
た
状
態

で
す
。

①
た
ん
ぱ
く
尿
な
ど
腎
臓
の
異
常

が
あ
る

②
※

糸
球
体
ろ
過
量（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）

が
60
％
未
満
に
減
少
し
て
い
る

　
※
腎
臓
の
機
能
（
ど
れ
だ
け
尿
が
作
れ
る
か
）

Q【
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
予
防
す
る
た
め
に

は
？
】

A
生
活
習
慣
の
改
善
が
重
要
で
す
。

①
血
圧
・
血
糖
の
管
理

②
塩
分
を
控
え
る

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る

④
禁
煙

⑤
必
要
な
薬
以
外
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト

な
ど
を
取
り
過
ぎ
な
い
（
腎
機
能

を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
る
）

⑥
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
休
養
と
睡

眠
を
十
分
に
取
る

⑦
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
し
、
体

を
清
潔
に
す
る

⑧
激
し
い
運
動
を
避
け
、
腎
臓
に
負

担
を
か
け
な
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
す
る

⑨
ア
ル
コ
ー
ル
を
取
り
過
ぎ
な
い

⑩
排
尿
を
我
慢
し
な
い

Q【
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な
る
？
】

A
残
念
な
が
ら
腎
機
能
が
あ
る
程

度
低
下
し
て
し
ま
う
と
、
腎
臓
は
も

と
に
も
ど
る
こ
と
は
な
く
、
腎
不
全

と
な
り
、
透
析
や
腎
移
植
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
透
析
は
一
生
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q【
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
症
状
は
？
】

A
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
初
期
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
Ｃ

Ｋ
Ｄ
の
怖
い
と
こ
ろ
で
、
患
者
が
増

え
て
い
る
原
因
で
も
あ
り
ま
す
。
貧

血
、
疲
労
感
、
む
く
み
な
ど
の
症
状

が
現
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
病
気
が

進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Q【
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
早
く
見
つ
け
る
に

は
？
】

A
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
尿
検
査
→
尿
た
ん
ぱ
く
・
血
尿

・
血
液
検
査
→
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値

（
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
に
よ
り
糸

球
体
ろ
過
量
が
判
る
）

　

腎
機
能
の
異
常
が
発
見
さ
れ
た
ら

早
期
に
病
院
受
診
を
し
て
適
切
な
治

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Q【
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
人
は
？
】

A
年
を
と
る
と
腎
機
能
は
低
下
し

て
い
く
た
め
、
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
中
性
脂
肪
が

高
い
、
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ

の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
誰
も

が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
な
の

で
す
。

～慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防して、健康寿命延伸！！～

むくみ
貧　血

疲労感

高齢者

過去に心臓病や腎臓病に
なったことがある

健診などでたんぱく尿が
見つかったことがある たばこを吸っている

家族に腎臓病の人がいる

高血圧や糖尿病、
肥満などの生活習慣病や
メタボリックシンドロームがある

こんな人は要注意です！こんな人は要注意です！

私の腎臓は大丈夫？
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定期予防接種歴チェックシート
★ 母子手帳を確認し、未実施のものは接種しましょう ★

※ 標準的な接種期間

※�四種混合または三種混合+ポリオです。
※予防接種は定期接種（無料）ができる年齢が決まっています。期日を過ぎますと任意接種
　（自費）となります。

〇平成28年10月1日から、Ｂ型肝炎ワクチンが定期接種となりました。
〇対象は平成28年4月1日以降に生まれた０歳児で、1歳になる前に3回の接種を終える必要
があります。1回目の接種から3回目の接種を終えるまでにはおよそ半年間かかります。
〇1歳になってしまうと、定期接種の対象外となります。スケジュールをよくご確認いただき、
予防接種を受けるようにしてください。　

1回目の接種から3回目の接種を終えるまでには、およそ半年間かかります。特に、
平成28年4月、5月生まれの方であって、平成28年10月の定期接種開始以降初め
てＢ型肝炎ワクチンを受けられる方は、10月時点ですでに生後５～6ヵ月が経過
しているので、接種日程の管理が重要となります。お早目に主治医とよくご相談
ください。

ワクチン名（定期接種） 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5～6歳

インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ） □　□　□ □ 　 　 　 　

小児肺炎球菌 □　□　□ □ 　 　 　 　

四種混合（DPT–IVP） □　□　□ □ 　 　 　 　

三種混合（DPT） □　□　□ □ 　 　 　 　

ポリオ（IVP） □　□　□ □ 　 　 　 　

BCG □ 　 　 　 　 　

麻しん・風しん（MR） 　 □ 　 　 　 □

水痘 　 □　□ 　 　 　 　

日本脳炎 　 　 　 □　□ □ 　

お問い合わせ先：健康センター　☎99-2540

B型肝炎ワクチンの定期接種が始まります！

ワクチン

注
意
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米　寿祝

祝長寿 いつまでも お元気で

100歳以上祝
◉齊藤イワヨさん　　102歳（大石原）　　　◉粟津原み 子さん　101歳（大石原）

◉上條弥太郎さん� （芦之久保）
　上條さんは、御馬越地区の友人宅に水
を汲みに行き、お茶を入れるのに使ったり
しているそうです。この水を飲むようにな
ってから、とても健康に過ごせているそう
です。また、今年古見地区往年のバンド「ニ
ューゴールドスターズ」を再結成させたい
と意気込みを話されていました。

◉松山　節子さん� （西洗馬）
　松山さんは、一人暮らしですが、近所に
住んでいる息子さんのお家まで歩いて行き、
お茶を飲んで、お話をしてくるのを日課に
しているそうです。今年完成した「えべや
かたくりの里」でのミニデイサービスをご
利用されており、仲間との会話や活動を楽
しみにしているそうです。

◉林　　福江さん� （三ヶ組）
　林さんは、この時期になると、きのこの
ことが気になり、山に行ってみたいと思う
そうです。また、昔、中村村長の家に、養
蚕業のお手伝いに行っていた頃の話をされ、
あの頃が一番楽しかったとおっしゃってい
ました。林さんは、中村村長から米寿のお
祝いを頂いたことに感慨深い様子でした。

◉青柳　　亨さん� （西洗馬）
　青柳さんは、村の教育長を歴任され、
中村村長が村助役の際は、一緒に村政に
携わり、村の発展に貢献されてこられまし
た。訪問の際は、当時のことを懐かしそう
に話されていました。また、現在は奥様と
農業を営まれ、近くの水田に水を見に行く
のが毎日の日課になっているそうです。

　来年２月で100歳を迎えられる小林さん、戦争で
は満州で大変ご苦労され、航空隊の看護師として終
戦を迎えたそうです。当時の看護師仲間は、今でも
交流があり最近仲間の方が本を出版され、送っても
らった本を読んでいるそうです。また、ベッドの枕
元には、筆記帳を用意していて、毎日の出来事をい
つも記録しているそうです。
　週２回のデイサービスでは、介護職員さんや仲間
との会話を楽しんでおり、日々元気に過ごしている
そうです。

100歳祝
◉小林きみ子さん　　99歳（新田下）

上條きく子さん（下古見）
上條よし子さん（中古見）
志田　方子さん（芦之久保）
武田　貴野さん（沢　下）
二茅　 子さん（南　上）
上條 るミさん（南　下）

原　ケサヱさん（御馬越）
塩原はま子さん（御馬越）
斉藤　一男さん（御馬越）
粟津原和歌子さん（大石原）
清沢三津子さん（北　村）
清沢　秀子さん（一之沢）

清沢と 子さん（中　通）
清水　好巳さん（下　組）
荒崎　俊夫さん（本　郷）
柳沢　照子さん（上　組）
青柳ひで子さん（上　組）
塩原　　温さん（三ヶ組）

中村　守雄さん（下洗馬）
丸山　昭子さん（下洗馬）
上條ミツコさん（下洗馬）
上條美佐子さん（古　見）

　９月９日、敬老の日を前に、100歳以上の方２名と今年度100歳を迎えられる1名の方、米寿を迎えられる
26名の方へ村からの祝状と祝品をお届けしました。また、村長が100歳以上の方３名と米寿の方４名のお宅
を訪問し、お一人おひとりにお祝いを申し上げて長寿を祝いました。また、喜寿を迎えられた35名の方へは、
民生児童委員を通じて祝品をお届けしました。
　益々お元気でお過ごしくださるようお祈りします。� （年齢は2016年10月31日現在）
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不法投棄やポイ捨ては
法律・条例で

禁止されています。

タバコのポイ捨ても
不法投棄です!!

ポイ捨て・不法投棄はやめましょう！

し
お
じ
り・あ
さ
ひ
環
境
大
賞

候
補
者
募
集
し
ま
す
！

◆
個
人
の
場
合

　
５
年
以
下
の
懲
役
、

　
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下

�

の
罰
金　

◆
法
人
の
場
合

　
３
億
円
以
下
の
罰
金

　

最
近
、
鎖
川
沿
い
の
道
路
に
、

コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
の
包

装
、
紙
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ポ
イ
捨
て
が
目
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
に
は
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
や
、
空
き
箱
な
ど
が
捨
て
ら

れ
て
い
て
、景
観
を
悪
く
し
て
い
ま
す
。

　

朝
日
村
で
は
平
成
16
年
か
ら
「
朝

日
村
ポ
イ
捨
て
禁
止
等
に
よ
る
環

境
美
化
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
朝
日
村
を
守
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
内
で
は
、
不
法
投
棄
に

よ
っ
て
実
際
に
罰
金
や
懲
役
の
刑

罰
が
科
さ
れ
る
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
投
棄

物
の
撤
去
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

重
い
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
見
か
け
た
場
合
は
、

◆
生
活
環
境
課　
（
☎
59
―
２
８
１
２
）

�

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

株
式
会
社
ア
イ
ネ
ッ
ト
で
は
、
平
成
27

年
度
よ
り
塩
尻
市
・
朝
日
村
最
終
処
分
場

の
跡
地
で
、
太
陽
光
発
電
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
地
域
貢
献
と
し
て
売
電
収
入
の
一
部

を
塩
尻
市
お
よ
び
朝
日
村
で
、
地
球
環
境

や
地
域
環
境
に
関
す
る
活
動
に
お
い
て
、

特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は

団
体
（
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
校
な
ど
）

を
顕
彰
す
る「
し
お
じ
り
・
あ
さ
ひ
環
境
大
賞
」

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地
球
環
境
活
動
に
取
り
組
む
団
体
・

個
人
を
応
援
し
ま
す
！

◆
副　
賞　

　
　
活
動
支
援
金 

総
額
40
万
円　

◆
募
集
期
間

　
　
平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）　　
　

　
　
～
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）�

必
着

◆
応
募
（
推
薦
）
対
象
者

1�

塩
尻
市
お
よ
び
朝
日
村
に
居
住
す
る
個

人
ま
た
は
団
体
（
企
業
は
除
く
）
が
対

象
で
す
。

2�

個
人
の
場
合
に
は
他
薦
に
限
り
、
団
体

の
場
合
に
は
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
（
推
薦
）
基
準

1�

地
球
環
境
ま
た
は
地
域
環
境
の
保
全
と

創
造
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
実
践
活
動

を
行
い
、
成
果
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

2�

他
の
規
範
と
な
り
、
推
奨
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

3�

対
象
活
動
を
行
っ
た
期
間
が
原
則
１
年

以
上
で
あ
る
こ
と
。（
小
中
高
生
な
ど
子

ど
も
が
中
心
に
活
動
を
行
う
団
体
に
つ

い
て
は
、
１
年
未
満
で
も
推
薦
可
） 

◆
応
募
方
法

　

推
薦
調
書
の
提
出
に
よ
り
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
推
薦
調
書
の
様
式
は
ア
イ
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.inett.co.jp

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
ピ

ュ
ア
ラ
イ
ン
あ
さ
ひ
」
窓
口
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。
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Congr
atulations

道路の除雪対策

内閣府
交通安全功労者交通対策本部長表彰受賞

気をつけていただきたいこと
◆�危険ですので、除雪作業車には近寄らないでください。

◆�道路へはみ出している生垣や樹木の枝等は、除雪車

が入れない場合もありますので、あらかじめ切って

おいてください。

◆�水路への雪の投棄は、河川の氾濫や防火用水が確保

できなくなりますので、行わないでください。また、

交通安全確保のために、道路へ雪を出さないように

お願いします。

◆�雪道での運転は、スピードを落として走行しましょう。

また、車の屋根の雪は、必ず落としてから出かけま

しょう。

お願いしたいこと
◆�除雪車が通過した後に寄せ雪が玄関口に残ってしま

う場合がありますが、各家庭で片付けをお願いします。

◆�早朝より除雪作業を行っていますが、幹線道路より

除雪を始めるため地区内道路の除雪を始めるまでに

は時間がかかります。ご自宅付近の道路・歩道の雪

かきをお願いします。

◆�道路沿いの空き地や田畑に雪を寄せ付ける場合があ

りますが、ご協力をお願いします。

雪の季節になりました。除雪作業の効率化のため、
皆さんのご協力をお願いいたします。

雪の捨て場所 ▼ 鎖 川 ◆�大雪などで雪を大量に捨てる場合は鎖川へお願い
します！デイサービスセンター前、松の木橋右岸

中村村長が受賞者を代表し、謝辞を述べました

受賞者の方々（個人部門18名、団体部門4団体、市区町村部門4市区町村）

　表彰式は８月31日に東京都千代田
区で行われ、中村武雄村長が出席し
ました。

　この賞は全国の個人や団体、市区
町村が対象です。

　朝日村が今年４月に交通死亡事故
ゼロ4000日を達成した地道な取り組
みが評価されたものです。

　今後も当村では、塩尻交通安全協
会朝日支部、塩尻警察署など関係機
関と連携し、「交通安全は毎日村民総
ぐるみで」というスローガンを掲げ
取り組んでいきます。
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Co
ngr

atul
ations

朝日村成人式が挙行されました

中信平右岸土地改良区
総 代 選 挙 結 果

氏　
　
　

名

区　

名

小

嶋

弘

幸
西
洗
馬

二

茅

胤

一
古
見

上

條

安

志
小
野
沢

粟
津
原　
　
　

淳
入
二

小

坂

進

一
西
洗
馬

柳

沢　
　

博
西
洗
馬

上

條

和

彦
古
見

髙

橋

高

史
針
尾

清

澤

武

志
針
尾

上

條

和

行
古
見

※
届
出
順
（
区
）

　長野県中信平右岸土地改良区総代選挙が執行され、
無投票により、次の皆さんが当選されましたのでお知
らせします。
　総代の任期は、10月20日から４年間です。

平成28年９月27日執行

ながの結婚
マッチングシステム

結婚に向けた真剣な出会いを探している方に
登録をおすすめします

◆�ながのマッチングシステムの紹介
　�　県内を中心に結婚希望者のプロフィールをデー
タとしてまとめ、学歴や年収など自分の希望する結
婚条件に合う方を検索できる大変便利なツールです。

◆�登録に必要なもの
　登録料5,000円 ← 優待キャンペーン割引
　　　　　　　　　　4,000円（11/20まで）
　必要書類……登録申込書、同意書、写真
　《有効期限　登録したその日から２年間》

◆�お問い合せ先
　長野県県民文化部次世代サポート課
　住所：〒380-8570　長野市南長野幅下692-2
　Tel：026-235-7207　Fax：026-235-7087
　（月～金曜日　9：00～17：00）

優待キャンペーン実施中

　８月15日（月）、成人式が行われまし
た。今年度は男性39名、女性38名の計
77名の方が成人を迎えられ、当日は57
名が出席しました。
　多くの来賓、恩師の方々に参列して
いただき、新成人の門出を祝福してい
ただきました。また、式典の最後には
新成人を代表して新井こず江さんが謝
辞を述べられました。
　式典後は、恩師と新成人で懇談会が
行われ、久しぶりの再会を楽しみました。

こぶしの
会
味噌づくりの

予約を
受け付けます

　１月中旬より、大道加工所で味噌づくりの指導を行います。
　味噌を作りたい方、熟成している味噌を滑らかにするため、機械
に通したい方は役場産業振興課までお申し込みください。

申込期限は12月16日金まで。　
　なお、詳しい日程や料金、ご用意していただく材料等は、お申込
み後、ご連絡します。
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山
鳥
場
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
報
告

　

７
月
、
県
道
中
組
バ
イ
パ
ス
用
地
と
重
な

る
山
鳥
場
（
や
ま
と
り
ば
）
遺
跡
の
発
掘
調

査
が
、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
山
鳥
場
遺
跡

は
縄
文
時
代
中
期
（
約
５
０
０
０
年
前
）
の

遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
古
見
地
区
の

熊
久
保
遺
跡
と
同
時
代
の
集
落
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

朝
日
村
で
は
現
在
24
ヶ
所
の
遺
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
暮
ら
し
良

か
っ
た
の
か
、
人
々
が
何
世
代
も
住
み
続
け

た
痕
跡
が
あ
り
ま
す
。　

　

今
後
も
新
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
今

年
度
は
期
間
を
延
長
し
て
11
月
末
ま
で
の
調

査
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

山鳥場遺跡発掘調査地（左下）

9/3　現地説明会の様子人気の発掘体験も行われました

山
鳥
場
遺
跡
の
こ
こ
が
す
ご
い
！

①�

縄
文
時
代
晩
期
（
約
３
０
０
０
年
前
）

の
も
の
と
見
ら
れ
る
土
製
耳
飾
り
が
出

土
し
た

②�

住
居
跡
が
破
壊
の
少
な
い
、
良
好
な
状

態
で
存
在
し
て
い
た

③�

土
器
が
集
中
的
に
出
土
し
た
箇
所
が
あ
る

朝日小学校ＩＣＴ教育機器
を更新しました

朝日村グラウンド
防球ネットの嵩上げ工事完成

　村では、小学校において取り組んでいるＩＣＴ教育の推
進に基づき、平成21年に導入した機器の更新を行いまし
た。更新内容は、パソコン教室児童用ノートパソコン36台、
校務（先生）用パソコン25台、高輝度プロジェクター１台、
電子黒板１台などです。
　また、本年度はタブレット端末10台を新たに導入し、場
所が固定されることなく、校舎内を移動しながら操作する
ことができます。
　これらのＩＣＴ教育機器を最大限に活用し、児童の学習
への興味を高めたり、理解を深められるよう、効果的に活
用し、魅力ある授業の実現に取り組みます。　平成28年７月22日から行ってきました朝日グラ

ウンド防球ネットの嵩上げ工事が、10月20日に終
了し、グラウンドの東側から北側にかけて、グラウ
ンド利用者のボールなどがグラウンド外へ飛び出す
と危険であるので、これを防ぐための工事として、
新たに高さ８メートルの防球ネットを設置しました。
　グラウンド内のフェンス沿いに支柱を設置し、今
まで設置されていた防球ネットよりも高い位置に防
球ネットを張りました。
　工事期間中のご協力、ありがとうございました。
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
日
開
友
恵
で
す
。
朝
日
村

へ
来
て
早
く
も
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
職
業
を
選
ん
だ
理
由
は
長

野
県
が
大
好
き
と
い
う
こ
と
と
、

料
理
教
室
で
の
講
師
仲
間
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

わ
た
し
は
そ
の
頃
、
進
む
道
に

悩
ん
で
い
て
、
自
分
は
変
わ
っ
た
こ

と
が
や
り
た
く
て
、
い
っ
そ
の
こ
と

大
阪
と
い
う
便
利
す
ぎ
る
慌
た
だ

し
い
所
か
ら
離
れ
、
長
野
県
に
住
み

た
い
と
い
う
願
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
北
海
道
へ
旅
立
っ

た
仲
間
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
彼

女
は
北
海
道
が
好
き
で
カ
フ
ェ
を
開

く
こ
と
が
夢
で
、
旅
好
き
料
理
好

き
で
明
る
く
面
白
く
て
夢
に
向
か
っ

て
進
む
姿
は
と
て

も
キ
ラ
キ
ラ

し
て
い

て
素
敵
で
し
た
。
あ
あ
こ
れ
だ
！
と

思
い
立
ち
、
目
標
を
決
め
て
か
ら
は

毎
日
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
朝
日
村

を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

朝
日
村
へ
は
訪
れ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
で
す
が
想
像
し
て
い
た
ド
田
舎

で
は
な
く
住
み
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ

で
し
た
。
幸
い
採
用
し
て

頂
き
、
晴
れ
て
協
力
隊
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
知
ら
ぬ
土
地
で
未
知
な

る
仕
事
は
不
安
よ
り
も
期

待
や
楽
し
み
が
大
き
か
っ

た
で
す
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
当

然
知
り
合
い
も
家
族
も

居
な
い
、
十
八
歳
か
ら
車

の
運
転
は
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
生
活
は
大
変
で
し

た
。
初
め
て
の
冬
は
そ
れ

は
そ
れ
は
辛
い
季
節
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

毎
日
通
る
道
の
景
色

は
、
山
や
空
や
畑
が
美
し

く
、
旬
の
お
野
菜
や
果
物

を
食
す
こ
と
が
出
来
、
四

季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　

大
変
な
時
期
を
乗
り
越
え
て
、
今

で
は
お
か
げ
様
で
多
く
の
村
民
の
方

に
顔
や
名
前
を
覚
え
て
頂
き
毎
日

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
一
番
や
り
た
か
っ
た
、

「
パ
ン
作
り
で
地
域
お
こ
し
」

　

パ
ン
教
室
で
た
く
さ
ん
の
方
に
パ

ン
作
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
、

家
庭
で
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
。

　

二
年
間
で
合
計
八
回
（
各
三
回
ず

つ
）
三
つ
の
時
間
帯
で
パ
ン
教
室
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
す

べ
て
の
回
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
毎
回
お
い

し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
に
ぎ
や
か
で

楽
し
い
雰
囲
気
で
パ
ン
作
り
が
出
来

ま
し
た
。
そ
ん
な
パ
ン
教

室
も
八
回
目
で
最
終
回
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
最
終
回
で
は
上
條
け

い
子
さ
ん
が
大
切
に
育
て

た
朝
日
産
の
小
麦
粉
「
ゆ

め
か
お
り
」
を
使
用
し
、

さ
ら
に
美
味
し
い
パ
ン
を

焼
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
は
ひ
そ
か
に
企
ん

で
い
た
「
レ
シ
ピ
本
」。

私
が
今
ま
で
書
い
て
き
た

パ
ン
の
レ
シ
ピ
を
一
冊
の

本
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
本
は
今
後
朝
日

村
の
各
公
共
施
設
に
置
く

予
定
で
、
誰
も
が
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
パ

ン
教
室
で
行
っ
た
パ
ン
の

ほ
か
、
公
民
館
講
座
や
わ

く
わ
く
館
の
ク
ラ
ブ
で
作

っ
た
お
菓
子
な
ど
の
レ
シ

ピ
も
盛
り
込
む
予
定
で
す
。
是
非
皆

さ
ん
に
手
に
取
っ
て
み
て
頂
き
た
い

で
す
。
出
来
上
が
る
の
は
十
月
の
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
私
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
任
期
を
終
了
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
パ
ン
教
室

も
や
り
た
い
し
、
自
分
た
ち
で
蒔
い

た
種
で
小
麦
を
育
て
、
収
穫
を
し
て
、

そ
の
小
麦
粉
で
パ
ン
を
焼
い
た
ら
と

っ
て
も
楽
し
い
だ
ろ
う
な
、
も
う
ひ

と
り
の
協
力
隊
の
大
久
保
さ
ん
と
行

っ
て
い
る
森
林
浴
ツ
ア
ー
も
も
っ
と

都
会
か
ら
の
人
を
呼
ん
で
大
き
く
し

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま

す
。
や
り
た
い
こ
と
も
次
々
思
い
つ

き
ま
す
。
出
来
た
ら
ず
っ
と
朝
日
に

住
み
た
い
と
い
う
願
望
も
あ
り
ま
す

が
、
朝
日
が
結
ん
で
く
れ
た
ご
縁
を

大
切
に
次
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
で
は
新
た
に
協
力
隊
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
今
後
新
し
い
方
が
来

ら
れ
た
際
は
み
な
さ
ま
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
同
じ
長
野
県
内
に
居
ま
す
の
で

遊
び
に
来
ま
す
。
二
年
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
が

い
つ
ま
で
も
健
康
で
幸
せ
な
毎
日
を

過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

日
開
　
友
恵

地域おこし協力隊

活動報告
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みんな　　　　 で1シーズン滑り放題！
（写真付きシーズン券を発行します。縦
45mm×横35mmの写真２枚を持参のう
えお申し込みください。）

あさひプライムスキー場あさひプライムスキー場

あさひプライムスキー場へのお問い合わせは ☎99-3700 へどうぞ！

みんなでいっぱい滑れるように、今年も頑張って営業します！
冬でも元気に！スキー場で遊ぼう！！
みんなでいっぱい滑れるように、今年も頑張って営業します！
冬でも元気に！スキー場で遊ぼう！！

今年もリフトシーズン券発売！

朝日村民なら１日券が
（おとな、こども共通）
スキークラブ事務所で販売して
います。

朝日村民用
リフト券あります

充実のスキー・スノーボードスクールや
プライベートレッスン、スペシャル講習会
などのイベントも開催予定！

他にも…

2016年12月17日（土）～
　　　　　　2017年3月5日（日）

2016年12月10日（土）～
　　　　　　2016年12月16日（金）

プレオープン（雪の出来次第で）プレオープン（雪の出来次第で）♪♪ ♪♪

本年度の営業期間本年度の営業期間♪♪ ♪♪

11,000円11,000円 1,100円1,100円
おとなも！こどもも！シニアも！おとなも！こどもも！シニアも！

お得な情報コーナーお得な情報コーナー
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